
上上

千人千人
回峰回峰
千人
回峰

心に響く人生の匠たち
「千人回峰」というタイトルは、比叡山の峰々
を千日かけて駆け巡り、悟りを開く天台宗の荒
行「千日回峰」から拝借したものです。千人の
方々とお会いして、その哲学・行動の深淵に
触れたいと願い、この連載を続けています。
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取締役副社長

石橋泰博
Yasuhiro Ishibashi

に企業文化が全然違うので、当初は苦労しまし

たが、東芝の技術をリスペクトしてくれていまし

た。ハイセンス流を押し付けることをせず、東芝

の良さとハイセンスの良さを生かす組み合わせが

あるはずだと、われわれを尊重してくれたことが

大きかったですね。

奥田　市場環境の変化も影響したんでしょうか。

石橋　日系テレビメーカーの世界シェアが以前

に比べ落ちていく中、各社の開発投資が難しくな

っていました。しかし、ハイセンスは開発投資に

積極的でした。さらに、会社の規模が小さくなっ

ろから思えば、今の状況はとても想像できません

でした。

奥田　現在の社名に変更された21年以降、テレ

ビのトップシェア企業に登り詰めたわけですが、

東芝時代からどんな変化があったんでしょうか。

石橋　ハイセンスグループの創業者で、現在会長

を務めているのは周（厚健氏）ですが、実は東芝

の深谷工場でテレビの開発・製造を学んだこと

があるんです。その経験を生かして中国でテレビ

事業を始めました。東芝のテレビ事業を買収する

際に「とても感慨深い」と話していました。互い

奥田　現在、テレビ市場でトップを走っている御

社ですが、今の率直な気持ちをお聞かせください。

石橋　レグザがハイセンス傘下に入ったのが 

2018年。当時、東芝は不正会計問題やウエス 

チングハウス問題などを抱えていました。海外ビ

ジネスもどんどん閉じていった時代です。そのこ

ハイセンス傘下入りした当初は
ここまでの成功は
想像できなかった
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　エンジニアとして、PCのファームウェア開発からスタート。LANシステム、DVD、HD DVDと開発畑を
渡り歩いてきた石橋さん。東芝が苦境にあえいでいる頃、担当していたのがテレビだった。事業が中国ハイ
センスに売却されても、新会社でそのままテレビの仕事を継続。体制も社名も新たに再スタートを切るや、
見る見るうちにトップシェアを獲得した。かつて「オタク向けのテレビ」と言われたレグザに、ようやく時
代が追いついてきた。随所にちりばめられた、知る人ぞ知るこだわりの機能群が花開いた。
� （本紙主幹・奥田芳恵）
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「ものづくりの環」の詩「ものづくりの環」の詩

ものを使う人がいますものを使う人がいます

ものを売る人がいますものを売る人がいます

ものをつくる人がいますものをつくる人がいます

いつの時代も私たちは生活の心地よさを求めますいつの時代も私たちは生活の心地よさを求めます

その意（おもい）が新しいものを生みますその意（おもい）が新しいものを生みます

使う人、売る人、つくる人──使う人、売る人、つくる人──

私たちは「ものづくりの環」のなかで私たちは「ものづくりの環」のなかで

すべての人の心が豊かになることを願っていますすべての人の心が豊かになることを願っています

使う人使う人
売る人売る人

つくる人つくる人

BCNは「ものづくりの環」を支えBCNは「ものづくりの環」を支え
育むメディア企業です育むメディア企業です

※この記事は、BCN+Rの「千人回峰（対談連載）」で公開中です。
https://www.bcnretail.com/hitoarite/

http://www.bcn . co. jp/

2025.8.8 ／神奈川県川崎市のTVS REGZAショールームにて

構成・撮影／道越一郎
text and photo by Ichiro Michikoshi

たことで、小回りが利くようになりました。例え

ば東芝時代は、販売と企画設計は全くの別組織

でした。技術のトップが営業担当の支店長会議

に出る、なんてことはありませんでした。

奥田　今では営業もエンジニアも一緒になって

議論を？

石橋　レグザは一時、1台のテレビで二つのチャ

ンネルやコンテンツを同時に楽しめる2画面機能

を止めていました。しかし、営業サイドから「2

画面を復活させてほしい」との要望が挙がったん

です。エンジニアは「2画面にすれば売るんだろ

うな。売るならやるぞ」と。そんなやり取りがあ

って、25年のモデルから2画面機能を復活させま

した。組織が小さいからこそできることです。今

後、多角化やグローバル化が進んだとしても、こ

うした状態は維持したいと思っています。

奥田　テレビ離れが叫ばれて久しいですが、こ

れからテレビはどこに向かうのでしょうか。

石橋　まずスマートフォン（スマホ）に勝つこと

です。動画を見る時間は増えています。しかし、

テレビを使う時間は減っている。スマホに取られ

ているわけです。「コンテンツを見るならテレビだ

よね」という世界をつくりたいんです。

奥田　どんな手があるんでしょう。

石橋　テレビのほうが大きくて迫力があるのは当

たり前。加えて「テレビのほうが便利だ」と思っ

ていただけるような環境づくりが必要です。一つ

の要素は安全性。スマホは落とすと大変です。し

かしテレビは持ち歩かない。泥棒に入られても盗

まれない限り、テレビは安全なんです。

奥田　確かにスマホだと、いちいちアプリを立ち

上げて、IDだパスワードだと面倒な面があります。

石橋　テレビは電源を入れたらすぐ絵が出る。

すぐに使える状態にできるわけです。もちろんネ

ットにつながって、テレビ放送以外にもさまざま

なコンテンツが視聴できるようになりました。そ

の膨大な選択肢の中から、ユーザーが本当に求

めるコンテンツにどう到達させるかもポイントに

なります。同じような動画ばかり見せられるので

はかなわない。自分が気付かなくても、これまで

に見たことがないような、有益なコンテンツをレ

コメンドできるような機能は有効だと思います。

奥田　ほかに、どんなところがスマホとテレビで

異なるんでしょう。

石橋　スマホやPCは世界共通なんです。言語を

除けばローカル色は薄い。一時、テレビも同じよ

うになるのではと言われました。しかし逆です。

放送そのものの仕様にもバリエーションがありま

すし、国によって色味の好みも違います。中国は

鮮やかな赤、インドはビビッドな緑が好まれると

か……。ローカルな仕様が占める部分は大きい

んです。他社はGoogle TVやAmazon Fire TV

を入れてグローバル化を進めていますが、われわ

れは逆です。ローカライズを頑張ります。

奥田　GoogleやAmazonに頼るのはいいんでしょ

うが、それではテレビの進化を彼らにゆだねるこ

とになってしまいますね。

石橋　AIを取り入れた「レグザ インテリジェン

ス」を25年に立ち上げました。AIエンジンの大規

模言語モデル（LLM）を除き、全部自前でやって

います。GoogleにもAmazonにも依存せず、これ

ができるのは、おそらくわれわれだけでしょう。

自前でやるという大変さはありますが、独自性が

出せます。LLMは、必要に応じて最適なものに

変えていけばいい。PCやスマホで日本企業が放

棄してしまったことをテレビでは大事にしたいん

です。横並びのものづくりではなく、自分たちで

差別化していく気概でやっていきたいですね。

奥田　かつては世界を席巻した日本のデジタル

家電ですが、今ではことごとく中国や韓国、台湾

の企業にお株を奪われてしまいました。

石橋　東芝でテレビの開発をしていた頃の話で

すが、例えば新たにLSIをつくるとなると、日本

では2年かかっていました。ところが台湾でやれ

ば半年。スピードが全然違います。マーケットを

予測するのに、半年後と2年後で比べれば圧倒的

に前者のほうが精度が高いですよね。

奥田　なぜそんなに速くできるんですか。

石橋　日本ではLSI自体を破綻のないようにつく

ります。台湾では破綻は気にしない。ハードはざ

っくりつくって、ソフトウェアで抑え込むんです。

とはいえ当初、台湾企業のソフト技術は未熟でし

た。品質が全く安定しなかった。自分たちの製品

の品質を上げるためには彼らのソフトの品質を上

げるしかなかった。そこで、台湾に赴いてソフト

の開発プロセスを伝授しました。ソフトの出来が

最終製品にも影響するので、特に対価は要求し

ませんでした。最初はわれわれを師と仰いでいて

も、ノウハウを学んでしまえば必要なくなります。

そして結局、追い越されてしまう。テレビに限ら

ず、いろいろな分野で同じようなことが起きたよ

うに思います。

奥田　お人よしすぎますね。

石橋　日本人はお人よしなんでしょうね。しかし、

このまま黙っているわけにはいきません。われわ

れメーカーが生き残るためには、どんな分野と戦

略で差別化を図っていくか、これが最大のポイン

トなんだと思います。� （つづく）

　1963年4月生まれ。87年、東芝入社。ラップトップPCのファームウェアやネットワークシステ
ム、DVD再生システムなどの開発、DVDなどのメディア標準化に携わる。2002年、コアテクノロジーセン
ターホームブロードバンドシステム開発部 グループ（第三担当）グループ長。HD DVDプレーヤー開発を指
揮。06年、HD DVD事業統括部HD DVD設計部参事。HD DVD事業の終息を担当。11年、設計開発センター 
センター長附として、欧州向けテレビの開発を統括。14年、東芝ライフスタイル ソリューション技師長、
16年東芝映像ソリューション R＆Dセンター長を経て22年から現職。

どうやって差別化するか
ローカライズを突き詰める

医学博士 日野原重明さんの言葉

「未知とは可能性であり希望である」
　入社後しばらくして上司に教わった。企業人に
異動はつきもの。経験がないことに挑戦するとき、
誰しも不安になる。しかし、それは同時に可能性
でもあり希望でもある。不安をポジティブなエネ
ルギーに変える言葉だ。石橋さんは今でも、初め
て部下になった社員、キャリアアップした部下、
入社式の訓示や節目のキックオフの際などで、こ
の言葉をよく使っているという。
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